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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】液晶パネル上の表示輝度の低下につながるよう
な大きなホワイトバランス調整を行う必要が生じない、
パネル表示上での色度ばらつきが所望の範囲内になるよ
うに選別した白色ＬＥＤを提供する。
【解決手段】液晶表示装置４１は、導光板６における光
入射側の端部と当該端部と対向する端部との間の中央部
分よりも光入射側に近い位置で、各ＬＥＤバー４３、４
４からの出射光が導光板６を経て液晶パネル４を透過し
た透過光の色度が一致し、かつ、透過光の色度が液晶パ
ネル４の全体で一致するように、ＬＥＤバー４３、４４
に実装されるＬＥＤが選別されている。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、
　複数の半導体発光素子を有し、隣接して設けられる複数の線状光源と、
　少なくとも一端側から入射する当該線状光源からの出射光を、前記液晶パネルに面状に
放射する導光部材とを備え、
　前記導光部材における光入射側の端部と当該端部と対向する端部との間の中央部分より
も光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が前記導光部材を経て前記液晶パネル
を透過した透過光の色度が一致し、かつ、前記透過光の色度が前記液晶パネルの全体で一
致するように、前記線状光源に実装される前記半導体発光素子が選別されていることを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記色度が一致する位置は、前記光入射側の端部から、前記光入射側の端部と前記中央
部分との間の距離の４０％以上５０％未満の距離を隔てた位置であることを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記中央部分での前記透過光の色度差が３／１０００以下であることを特徴とする請求
項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　複数の前記線状光源の間の前記半導体発光素子の波長ピーク差は１０ｎｍ以下であるこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記半導体発光素子は、
　１次光を発する発光素子と前記１次光によって励起して前記１次光よりも長波長の２次
光を発する蛍光体とを組み合わせることにより前記１次光と前記２次光との合成光を発す
るものであって、
　前記１次光が前記液晶パネルにおけるカラーフィルタを透過した色度を分類対象となる
前記半導体発光素子の全数について予測する色度予測工程と、
　予測された補正色度に基づいて前記半導体発光素子を色度ランク分類する色度ランク分
類工程とを含む方法によって選別され、
　前記色度予測工程は、
　前記１次光の前記カラーフィルタの透過による前記色度の補正値を分類対象となる前記
半導体発光素子の全数について算出し、当該補正値に基づいて分類対象となる前記半導体
発光素子の全数について前記色度を補正する色度補正工程を含み、
　当該色度補正工程は、
　予め定められた基準波長を有する前記１次光が前記カラーフィルタを透過したときの基
準色度に対する前記色度の変化量の、前記基準波長からの前記１次光のピーク波長のシフ
ト量に対する傾きを前記色度の補正値の係数として算出する係数算出工程と、
　前記補正値を前記ピーク波長と前記基準波長との差に前記係数を乗算することによって
算出し、当該補正値を分類対象となる前記半導体発光素子の全数について得られた前記色
度からそれぞれ減算することにより前記補正色度を算出する補正色度算出工程とを含んで
いることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数のＬＥＤ（発光ダイオード）を液晶表示装置のバックライトに用いるこ
とができるか否かについてその色度分布に基づいて分類するＬＥＤ分類方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、液晶表示装置のバックライトとして、長寿命であり、かつ消費電力の少ないＬＥ
Ｄを光源として用いたバックライトが普及してきている。このようなバックライトには、
通常、白色ＬＥＤが用いられる。白色ＬＥＤは、一般に、青色ＬＥＤと蛍光体とを組み合
わせて構成されている。このような白色ＬＥＤにおいては、青色ＬＥＤチップから発され
る青色光と、蛍光体がこの青色光で励起されることによって発する光との混色によって白
色光が得られる。例えば、蛍光体として緑色蛍光体および赤色蛍光体を用いた白色ＬＥＤ
では、緑色蛍光体および赤色蛍光体を青色光で励起することにより得られた緑色光および
赤色光と、青色光とを混色することで白色光を得ている。
【０００３】
　このような白色ＬＥＤをバックライトに用いるには、液晶表示装置における液晶パネル
の表示特性に応じて、所望の白色に発色するように蛍光体を適用する必要がある。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、青色ＬＥＤおよび蛍光体によって得られる白色の発光色をよ
り均一な色調に変え得る蛍光体を容易かつ迅速に製造工程に提供し得る方法が開示されて
いる。この方法では、白色ＬＥＤの光源色情報と要求発光色情報との関係を蛍光体材料に
関連する係数を介して関係付けた内容に対して、顧客から提示された特定の白色ＬＥＤの
光源色情報および要求発光色情報を適用させて求めた係数に関連する蛍光体材料を特定す
る。これにより、顧客が要求する要求発光色情報を実質満足する蛍光原料の種類、組成比
、基材に対する混合比（重量部）等を、蛍光体特定情報として、現実に発光素子の入手を
待つまでもなく、素早く得ることが可能となる。
【０００５】
　一方、特許文献２には、白色ＬＥＤが高い色再現性を備えるために、蛍光体の混合濃度
を試行錯誤によらずにソフトウェアによる計算で求めて、白色ＬＥＤを迅速に製造するこ
とができる方法が開示されている。この方法では、まず、濃度を調整した２種類の蛍光体
の光とＬＥＤの光とを混合して得た混光スペクトルと標準スペクトルとを接近させる処理
が行われる。次いで、混光スペクトルをカラーフィルタにより分けた３原色の色度座標に
囲まれる面積を求め、３原色が構成する白色光の色度座標位置を求める処理が行われる。
このような処理は計算により実行される。
【０００６】
　また、特許文献３には、バックライトが、白色ＬＥＤに含まれる青色ＬＥＤの青色波長
に応じて白色ＬＥＤにおける蛍光体層の青色リークを調整することが記載されている。
【０００７】
　さらに、特許文献４には、バックライトによって光が照射されるディスプレイパネルに
おける表示の均一性を向上させる方法が開示されている。この方法は、例えば、バックラ
イト発光が透過する透過性ディスプレイコンポーネントのフィルタ関数を推定することと
、複数の発光器について、フィルタ関数に対応するフィルタリングされた色度データを推
定することを含んでいる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－１０７０３６号公報（２００１年４月１７日公開）
【特許文献２】特開２０１０－９３２３７号公報（２０１０年４月２２日公開）
【特許文献３】特表２０１２－５０３２１５号公報（２０１２年２月２日公表）
【特許文献４】特表２０１１－５０４６０５号公報（２０１１年２月１０日公表）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記のような特許文献１，２に開示された方法は、白色ＬＥＤの製造時における蛍光体
の濃度等を決定する手法である。また、特許文献３に開示された方法は、白色ＬＥＤの製
造時における青色光を調整する手法である。
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【００１０】
　しかしながら、青色ＬＥＤと蛍光体とを組み合わせた白色ＬＥＤをバックライトに複数
用いる場合、蛍光体の濃度等を上記のように最適に決定しても、蛍光体が所望の濃度や量
になるように蛍光体層を形成することは非常に困難である。このため、製造時に蛍光体の
濃度や量が白色ＬＥＤ間で均一にならない。また、青色ＬＥＤも発光層の特性も製品間で
ばらつきがあることから、白色ＬＥＤ間で青色光のピーク波長にばらつきがある。このた
め、蛍光体の励起光と青色ＬＥＤの青色光との光強度のバランスにばらつきが生じるので
、白色ＬＥＤ間で色度もばらついてしまう。
【００１１】
　このような色度のばらついた白色ＬＥＤをバックライトにそのまま用いると、表示面内
で表示色が不均一になるという不都合がある。従来、このような不都合を解消するために
、色度分布が所定範囲に収まるように色度ランク分類した白色ＬＥＤのみを選別してバッ
クライトに用いていた。
【００１２】
　図１０は、このような色度ランク分類の一例を示す図である。図１０に示すように、上
記の所定範囲となる矩形の枠Ｆ内に色度が分布する白色ＬＥＤのみを選別して用いる。こ
の枠Ｆは、さらに細かい範囲に区分されており、区分ごとに色度のランク分けができるよ
うに構成されている。この枠Ｆ内において、青色光成分のピーク波長が短いグループの白
色ＬＥＤの色度は、実線にて示す範囲Ｄ１１に分布する。範囲Ｄ１１において、ピーク波
長は４４４．７ｎｍであり、色度の平均値ＡＶＥ１１は実線の丸で示す位置にある。一方
、枠Ｆ内において、青色光成分のピーク波長が長いグループの白色ＬＥＤの色度は、破線
にて示す範囲Ｄ１２に分布する。範囲Ｄ１２において、ピーク波長は４４６．２ｎｍであ
り、色度の平均値ＡＶＥ１２は破線の丸で示す位置にある。
【００１３】
　ところが、このように白色ＬＥＤ自体の放出光そのものの色度が所定範囲に収まった白
色ＬＥＤを選別しても、液晶パネルを透過した、パネル表示上での白色ＬＥＤの色度は、
特にカラーフィルタの影響によって、青色光のピーク波長に応じた色度ばらつき範囲のグ
ループに分かれることで、ばらつき範囲が拡大される。このため、液晶パネルのパネル表
示上で所望の色度ランク範囲から外れてしまう白色ＬＥＤが現れる。この理由について、
以下に詳しく説明する。
【００１４】
　まず、液晶パネルの表示面上での青色光の輝度の最大値は、当該青色光が透過する液晶
パネルのカラーフィルタ（青色フィルタ）の透過率（および光学シート、拡散板等のＬＥ
Ｄ光源から液晶パネルまでの光学部材を透過する際に発生する輝度低下分を含む）と、白
色ＬＥＤの青色ＬＥＤから発される当該青色光の光強度とによって決まる（光強度×透過
率）。これに対し、上記のように所定の色度ランク範囲に分類された色度を有する白色Ｌ
ＥＤでも、青色光成分のピーク波長のずれが±５ｎｍ程度ある。また、カラーフィルタ（
青色フィルタ）の透過率は、波長が短いほど低下する傾向にある。このため、青色光成分
のピーク波長が上記のようにずれることにより、液晶パネルの表示面上での青色光の輝度
の最大値が異なってくる。
【００１５】
　図１１は、白色ＬＥＤにおける青色ＬＥＤの発光スペクトルとカラーフィルタ（青色フ
ィルタ）の透過特性との関係を示すグラフである。図１１において、縦軸は、カラーフィ
ルタの透過率と青色ＬＥＤの発光光の強度とを示している。
【００１６】
　図１１に示すように、青色光成分のピーク波長の中心を４５０ｎｍとすると、ピーク波
長は４４５ｎｍ～４５５ｎｍの範囲でずれる。図１１において、４５５ｎｍのピーク波長
を有する青色光のスペクトルを破線にて示し、４４５ｎｍのピーク波長を有する青色光の
スペクトルを一点鎖線にて示す。また、青色光のスペクトルは、青色フィルタの透過率を
越える部分（図中斜線にて示す）がカットされる。
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【００１７】
　このため、４５５ｎｍのピーク波長を有する青色光と４４５ｎｍのピーク波長を有する
青色光とでは、青色フィルタによってカットされる光量が異なる。具体的には、青色光の
ピーク波長が短いほど青色フィルタの透過率が低くなるので、青色フィルタによってカッ
トされる光量が多くなる。したがって、短いピーク波長を有する青色光を含む白色光の色
度は、当該白色光がカラーフィルタを透過すると、当該青色光の光量が少ない分だけ黄色
側にシフトする。しかも、視感度の影響により、さらに青色光成分が低下する（蛍光体に
よる光成分の比率が青色光の光成分に対して増加する）。
【００１８】
　図１２は、同一色度を示す複数の白色ＬＥＤのスペクトルを示すグラフである。図１３
は、白色ＬＥＤの発光光の色度のランク範囲と液晶パネルを透過した当該発光光の色度の
ランク範囲とを示す図である。
【００１９】
　図１２に示す各白色ＬＥＤのスペクトルは、青色光のピーク波長がずれているが、各白
色ＬＥＤの色度は図１３に示す枠Ｆ内にあって同一である。各白色ＬＥＤの発光光がカラ
ーフィルタ（青色フィルタ）を透過すると、青色光の光量が透過特性に応じてカットされ
るため、色度分布が色度の高い方向にシフトする。この場合、青色光成分のピーク波長が
中心値（図１１に示す場合は４５０ｎｍ）である白色ＬＥＤについては、枠Ｆからｘ値お
よびｙ値が増大する方向にシフトした枠Ｆtypに色度が分布する。これに対し、青色光成
分のピーク波長が中心値より短い白色ＬＥＤについては、枠Ｆtypよりもｘ値およびｙ値
が増大する方向にシフトした枠Ｆminに色度が分布する。一方、青色光成分のピーク波長
が中心値より長い白色ＬＥＤについては、枠Ｆtypよりもｘ値およびｙ値が減少する方向
にシフトした枠Ｆmaxに色度が分布する。
【００２０】
　上記のように青色光成分のピーク波長が短い場合、色度が黄色側にシフトするという不
都合を回避するには、液晶パネルにおいて、ホワイトバランス調整を行って、赤色光およ
び緑色光の最大輝度を、それぞれ所望の輝度より低下してしまった青色光の最大輝度とバ
ランス調整する必要がある。しかしながら、このようなホワイトバランス調整によって、
液晶パネルの表示輝度が全体的に低下するという問題が新たに生じる。
【００２１】
　これに対し、特許文献４に開示された方法では、複数の発光器について、推定したフィ
ルタ関数に対応するフィルタリングされた色度データを推定するが、カラーフィルタにお
ける青色光のカットについては考慮されていない。
【００２２】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、液晶パネル上の表示
輝度の低下につながるような大きなホワイトバランス調整を行う必要が生じない、パネル
表示上での色度ばらつきが所望の範囲内になるように選別した白色ＬＥＤを提供できるよ
うにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００２３】
　上記の課題を解決するために、本発明の一態様に係る液晶表示装置は、液晶パネルと、
複数の半導体発光素子を有し、隣接して設けられる複数の線状光源と、少なくとも一端側
から入射する当該線状光源からの出射光を、前記液晶パネルに面状に放射する導光部材と
を備え、前記導光部材における光入射側の端部と当該端部と対向する端部との間の中央部
分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が前記導光部材を経て前記液晶
パネルを透過した透過光の色度が一致し、かつ、前記透過光の色度が前記液晶パネルの全
体で一致するように、前記線状光源に実装される前記半導体発光素子が選別されているこ
とを特徴としている。
【発明の効果】
【００２４】
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　本発明の一態様によれば、バックライトに実装されても輝度を低下させる必要のないＬ
ＥＤを容易に選別することができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の一実施形態に係るＬＥＤ分類方法で分類されるＬＥＤをバックライトに
用いる液晶表示装置の構成を示す斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るＬＥＤ分類方法で分類されるＬＥＤをバックライトに
用いる他の液晶表示装置の構成を示す斜視図である。
【図３】各液晶表示装置におけるカラーフィルタの透過スペクトルを示すグラフである。
【図４】上記ＬＥＤの構成を示す縦断面図である。
【図５】上記ＬＥＤの発光スペクトルを示すグラフである。
【図６】上記ＬＥＤ分類方法を実現するためのＬＥＤ分類装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図７】分類対象となる上記ＬＥＤからの青色光のピーク波長の基準波長からのピーク波
長のシフト量に対する青色光のカラーフィルタ透過後の色度の変化量を示すグラフである
。
【図８】上記ＬＥＤ分類装置によってカラーフィルタ透過後の値に換算された補正色度に
よる色度ランク分類を示す図である。
【図９】上記ＬＥＤ分類装置によるＬＥＤの分類の手順を示すフローチャートである。
【図１０】白色ＬＥＤの従来の色度ランク分類を示す図である。
【図１１】白色ＬＥＤにおける青色ＬＥＤの発光スペクトルとカラーフィルタの透過特性
との関係を示すグラフである。
【図１２】図１０の色度ランク分類による同一色度の複数の白色ＬＥＤの発光スペクトル
を示すグラフである。
【図１３】白色ＬＥＤの発光光の色度のランク範囲と液晶パネルを透過した当該発光光の
色度のランク範囲とを示す図である。
【図１４】本発明の他の実施形態に係るＬＥＤ分類方法で分類されるＬＥＤをバックライ
トに用いる液晶表示装置の構成を示す斜視図である。
【図１５】図１４の液晶表示装置におけるバックライトに用いられる２つのＬＥＤバー（
光源）から出射されるそれぞれの光の液晶パネルにおける異なる領域での光の青色成分の
分布を示す図である。
【図１６】（ａ）は図１５に示す青色成分の分布に応じた一方の上記ＬＥＤバーからの光
の発光スペクトルを示すグラフであり、（ｂ）は図１５に示す青色成分の分布に応じた他
方の上記ＬＥＤバーからの光の発光スペクトルを示すグラフである。
【図１７】上記２つのＬＥＤバーからの距離とこれらのＬＥＤバーからの光の青色成分の
ピークの高さとの関係を示すグラフである。
【図１８】（ａ）および（ｂ）は図１４の液晶表示装置に設けられる液晶パネルにおける
中央部分で上記バックライトにおける上記２つのＬＥＤバーからの２系統の光の色度差が
なくなるように色度補正されたＬＥＤを用いた上記２つのＬＥＤバーからの距離と上記２
つの光の色度ｘおよび色度ｙとの関係をそれぞれ示すグラフである。
【図１９】（ａ）および（ｂ）は上記液晶パネルにおける上記２つのＬＥＤバーに近い領
域で上記２つのＬＥＤバーからの２系統の光の色度差がなくなるように色度補正されたＬ
ＥＤを用いた上記２つのＬＥＤバーからの距離と上記２つの光の色度ｘおよび色度ｙとの
関係をそれぞれ示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　《実施形態１》
　本発明に係る一実施形態について、図１～図９を参照して以下に説明する。
【００２７】
　［液晶表示装置］
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　〔液晶表示装置の構成〕
　図１は、本実施形態に係る液晶表示装置１の概略構成を示す斜視図である。図２は、本
実施形態に係る他の液晶表示装置２の概略構成を示す斜視図である。図３は、液晶表示装
置１，２におけるカラーフィルタ７の透過スペクトルを示すグラフである。
【００２８】
　図１に示すように、液晶表示装置１は、バックライト３と、液晶パネル４とを備えてい
る。
【００２９】
　バックライト３は、液晶パネル４の背面側に配置されており、液晶パネル４の全面に光
を照射するエッジライト方式バックライトであり、複数の発光装置５および導光板６を有
している。発光装置５は、導光板６の側方に所定の間隔をおいて実装されており、導光板
６側に光を発する白色ＬＥＤである。白色ＬＥＤは、前述のように、青色ＬＥＤと、青色
ＬＥＤの青色光で励起する赤色蛍光体および緑色蛍光体とを含んでいる。導光板６は、発
光装置５から発せられた光を液晶パネル４側に出射するように偏向する。
【００３０】
　液晶パネル４は、対向する２枚の透明基板間に液晶が満たされており、マトリクス状に
構成される画素単位で液晶の配向状態を変化させることによって、バックライト３からの
光の透過率を変更する。また、液晶パネル４は、表示面側に配置されるカラーフィルタ７
を有している。カラーフィルタ７は、各画素を構成する３つの副画素毎に、図３に示す透
過スペクトルを有する赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）の各色用のフィルタが形成されてい
る。光が各フィルタを透過することによって、各フィルタの色の光を出射することができ
る。液晶パネル４においては、表示画像毎に決められる各画素の色に応じた赤（Ｒ），緑
（Ｇ），青（Ｂ）の光色成分比に基づき、副画素に対応する液晶層の透過率が個別に調整
されることによって、各画素が表示すべき色で表示される。
【００３１】
　図２に示すように、液晶表示装置２は、バックライト８と、液晶パネル４とを備えてい
る。
【００３２】
　バックライト８は、液晶パネル４の背面側に配置されており、液晶パネル４の全面に光
を照射する直下方式バックライトであり、複数の発光装置５および実装基板９を有してい
る。発光装置５は、実装基板９の全面に所定の間隔をおいて実装されており、液晶パネル
４に直接光を発する。このバックライト８は、小さい領域（例えば画素）毎に明るさを変
調することができるため、省エネルギーに優れ、また明暗のコントラスト比を増大させる
ことができる。
【００３３】
　〔ＬＥＤの構成〕
　図４は、前述のバックライト３，８に用いられる発光装置５としてのＬＥＤ１０の構成
を示す縦断面図である。図５は、ＬＥＤ１０の発光スペクトルを示すグラフである。
【００３４】
　図４に示すＬＥＤ１０は、発光装置５として用いられる白色ＬＥＤであり、枠体１１、
ＬＥＤチップ１２、リードフレーム１３、ワイヤ１４、樹脂１５および蛍光体１６，１７
を備えている。
【００３５】
　枠体１１は、リードフレーム１３上に配置されている。また、枠体１１は、ナイロン系
材料にて形成されており、凹部１１ａを有している。凹部１１ａの傾斜面は、ＬＥＤチッ
プ１２の出射光を反射する反射面として形成されている。この反射面は、ＬＥＤチップ１
２の出射光を効率良く取り出すため、銀またはアルミニウムを含む金属膜で形成されるこ
とが好ましい。
【００３６】
　リードフレーム１３は、枠体１１にインサート成形されている。リードフレーム１３の
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上端部は、分割して形成されており、その一部が枠体１１の凹部１１ａの底面において露
出している。また、リードフレーム１３の下端部は、所定の長さに切断されるとともに枠
体１１の外壁に沿って折曲され、外部端子をなしている。
【００３７】
　ＬＥＤチップ１２（ＬＥＤ素子）は、例えば、導電性基板を有するＧａＮ系半導体発光
素子であって、導電性基板の底面に底面電極が形成され、その逆の面に上部電極が形成さ
れている。ＬＥＤチップ１２の出射光（１次光）は、４３０～４８０ｎｍの範囲の青色光
であり、４５０ｎｍにピーク波長を有する。また、ＬＥＤチップ１２は、凹部１１ａの底
面に露出するリードフレーム１３における上端部の一方側に導電性のロウ材によってダイ
ボンドされている。さらに、ＬＥＤチップ１２は、上部電極とリードフレーム１３におけ
る上端部の他方側とがワイヤ１４によってワイヤボンドされている。このように、ＬＥＤ
チップ１２は、リードフレーム１３と電気的に接続されている。
【００３８】
　樹脂１５は、凹部１１ａ内に充填されることによって凹部１１ａを封止している。また
、樹脂１５は波長の短い１次光に対して耐久性の高いことが要求されるため、シリコーン
樹脂が好適に用いられる。
【００３９】
　蛍光体１６，１７は、樹脂１５に分散されている。蛍光体１６は、１次光よりも長波長
の緑色（ピーク波長が５００ｎｍ以上５５０ｎｍ以下）の２次光を発する緑色蛍光体であ
り、例えばＥｕ賦活βサイアロンの蛍光体材料からなる。一方、蛍光体１７は、１次光よ
りも長波長の赤色（ピーク波長が６００ｎｍ以上７８０ｎｍ以下）の２次光を発する赤色
蛍光体であり、例えばＣａＡｌＳｉＮ３：Ｅｕとを混合させた蛍光体材料からなる。この
ような蛍光体１６，１７を用いることにより、演色性の良好な３波長タイプのＬＥＤ１０
を得ることができる。
【００４０】
　上記のように構成されるＬＥＤ１０では、ＬＥＤチップ１２から出射される１次光が樹
脂１５を通過するにつれ、その一部が蛍光体１６，１７を励起し２次光に変換される。１
次光と２次光とが混合された出射光（合成光）は、ほぼ白色光となって外部に放射される
。
【００４１】
　図５は、ＬＥＤ１０の発光スペクトルを示すグラフであり、縦軸は強度（任意単位）、
横軸は波長（ｎｍ）である。
【００４２】
　図５に示すように、３波長タイプのＬＥＤ１０の発光スペクトルは、青色、緑色および
赤色にピークを有するように分布しており、青色光のピークが最も大きい。また、ＬＥＤ
１０は、１次光における４３０～４８０ｎｍの範囲の波長の青色光によって励起して高効
率に発光する特定の蛍光体１６，１７を用いている。これにより、液晶表示装置１，２の
透過特性に合わせて調整されたスペクトル特性を有する発光装置５（ＬＥＤ１０）を得る
ことができる。
【００４３】
　［ＬＥＤ分類装置］
　図６は、ＬＥＤ分類装置２１の構成を示すブロック図である。
【００４４】
　図６に示すＬＥＤ分類装置２１は、前述の発光装置５として用いられるＬＥＤ１０が、
バックライト３，８に適した発光装置５であるか否かを分類する本実施形態のＬＥＤ分類
方法を実現するために用いられる。このＬＥＤ分類装置２１は、ＬＥＤ１０の分類を行う
ために、メモリ２２と、記憶部２３と、表示部２４と、演算処理部２５とを備えている。
【００４５】
　〔メモリ、記憶部および表示部の構成〕
　メモリ２２は、ＬＥＤ特性測定装置３１からのＬＥＤ１０の特性測定値を一時的に記憶
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したり、演算処理部２５による演算処理で生じる演算データを一時的に記憶したりする揮
発性のメモリである。特性測定値は、分類の対象となるＬＥＤ１０の全数について、ＬＥ
Ｄ１０を特定できるように各ＬＥＤ１０に付与されたコードが対応付けられた状態でメモ
リ２２に記憶される。ＬＥＤ特性測定装置３１は、ＬＥＤ１０の特性を測定する装置であ
り、多数のＬＥＤ１０を発光させた状態で各ＬＥＤ１０の色度やピーク波長等を測定して
特性測定値として出力する。
【００４６】
　記憶部２３は、演算処理部２５の演算処理によって得られたＬＥＤ１０の分類結果を保
存する記憶装置であり、ハードディスク装置等によって構成されている。
【００４７】
　表示部２４は、上記の分類結果を表示するための表示装置である。
【００４８】
　〔演算処理部の構成〕
　演算処理部２５は、ＬＥＤ特性測定装置３１からの特性測定値に基づいて、ＬＥＤ１０
を分類するための処理を行う。この演算処理部２５は、下記の演算式を用いて、ＬＥＤ１
０の出射光の色度（ｘ，ｙ）をＬＥＤ１０の出射光が前述のカラーフィルタ７（青色フィ
ルタ）を透過したことを想定した補正色度（ｘ１，ｙ１）に補正する（色度補正手段）。
また、演算処理部２５は、補正色度（ｘ１，ｙ１）に基づいてＬＥＤ１０の色度ランク分
類を行う。あるいは、演算処理部２５は、予めシミュレーションによって求められた、液
晶パネル４（ディスプレイ）から出力される光についての出力色度（ｘｄ,ｙｄ）に基づ
いてＬＥＤ１０の色度ランク分類を行う。
【００４９】
　なお、カラーフィルタ７（青色フィルタ）を透過したことの想定においては、発光装置
５からの出射光が液晶パネル４を透過するまでの色度の変化を考慮して補正する。この色
度の変化は、発光装置５からの出射光が、拡散板、光学シート、導光板などの光学部材、
カラーフィルタ７（青色フィルタ）、および液晶パネル４を透過した場合における、当該
出射光に対する透過光の色度の変化である。これにより、当該補正が、より実際の液晶パ
ネル４での表示に合わせた、より好ましい補正となる。
【００５０】
　また、本実施形態では、上記のように、カラーフィルタ７の透過特性の補正を青色フィ
ルタの透過特性の補正としている。これは、発明が解決しようとする課題にて記載したよ
うに、発光装置５からの出射光における青色光成分のピーク波長のずれが発光装置５の量
産レベルで大きいことが、発光装置５からの出射光の色度がカラーフィルタ７の透過の前
後でずれることに大きく影響を及ぼすことによる。これに対し、赤色フィルタおよび緑色
フィルタの透過特性を補正することで、より実際の液晶パネル４での表示に合わせた補正
となる。ただし、青色フィルタの透過特性の補正のみとする方法は、後述するように簡便
な補正式によって、発光装置５の測定データを補正する簡便な方法といえる。また、この
補正方法は、青色光ピークに関するランク分類を不要にすることができるので、発光装置
５の特性分類項目（管理特性項目）を減らすことができる。
【００５１】
　ｘ１＝ｘ－α×（λｐ－λ０）
　ｙ１＝ｙ－β×（λｐ－λ０）
　上記の演算式において、λｐは、ＬＥＤ１０の出射光における青色光成分のピーク波長
の測定値である。青色光の色度に対する影響は、ピーク波長だけでなく、スペクトル形状
も影響する。したがって、この測定値は、発光強度の最大点ではなく、発光スペクトル形
状が加味されるドミナント波長（主波長）の測定値とする。ドミナント波長の測定は、例
えば、４８０ｎｍ以下の発光スペクトルを抜き出すことによって、青色単色光としてのド
ミナント波長を測定することで行われる。この測定は、発光装置５内の青色ＬＥＤ光が蛍
光体に吸収される影響を加味したものとなっている。
【００５２】



(10) JP 2017-223969 A 2017.12.21

10

20

30

40

50

　λ０は、このピーク波長の測定値の中心値（基準波長）であり、４４５ｎｍ～４５０ｎ
ｍの範囲で設定され、４４８ｎｍ程度が好ましい。基準波長λ０は、例えば、ユーザの要
望に基づいて定められた特定の波長であり、ＬＥＤ１０は、ピーク波長λｐがこの基準波
長λ０となるように製造されるが、実際にはピーク波長λｐが４４２ｎｍ～４５２ｎｍの
範囲でばらついてしまう。
【００５３】
　αおよびβは、係数（色度の波長補正係数）であり、０～０．０１の範囲で設定される
。
【００５４】
　色度（ｘ，ｙ）およびピーク波長λｐは、ＬＥＤ特性測定装置３１からＬＥＤ１０の特
性測定値として取得される。
【００５５】
　演算処理部２５は、上記の処理を実現するために、係数算出部２６（色度予測手段）、
補正色度算出部２７（色度予測手段）および色度ランク分類部２８を有している。
【００５６】
　〈係数算出部の構成〉
　係数算出部２６（係数算出手段）は、メモリ２２に記憶されている、ＬＥＤ特性測定装
置３１からの特性測定値としての色度（ｘ，ｙ）およびピーク波長λｐに基づいて演算式
の係数αおよび係数βを算出する。具体的には、係数算出部２６は次の処理を行う。図７
は、その処理を説明するための図であり、分類対象となるＬＥＤ１０からの青色光のピー
ク波長の基準波長からのピーク波長のシフト量に対する青色光のカラーフィルタ透過後の
色度の変化量を示すグラフである。
【００５７】
　係数算出部２６は、図７に示すように、２つの互いに異なるＬＥＤ１０のピーク波長λ
ｐとこれらのピーク波長λｐに対応する２つの変化量Δｘ，Δｙとでそれぞれ特定される
２点を結ぶ直線Ｌｘ，Ｌｙの傾きを係数α，βとして得て、メモリ２２に記憶させる。こ
のような係数α，βを用いることにより、直線Ｌｘ，Ｌｙを用いて、基準波長λ０からの
任意のピーク波長λｐのシフト量に対する変化量Δｘ，Δｙを直線近似的に得ることがで
きる。
【００５８】
　〈補正色度算出部の構成〉
　補正色度算出部２７（補正色度算出手段）は、メモリ２２に記憶された係数α，βを演
算式に適用し、メモリ２２から読み出した全数のＬＥＤ１０についてのピーク波長λｐに
対して演算式により補正色度（ｘ１，ｙ１）を計算する。補正色度算出部２７は、算出し
た補正色度（ｘ１，ｙ１）をメモリ２２に記憶させる。
【００５９】
　演算式における（λｐ－λ０）は、ピーク波長λｐと基準波長λ０との差（波長シフト
量）であり、図７に示すように、この波長シフト量に対する色度の変化量Δｘ，Δｙが直
線近似的に得られる。波長シフト量に上記の係数α，βをそれぞれ乗算することにより、
色度（ｘ，ｙ）の補正値が得られる。そして、メモリ２２から読み出した色度（ｘ，ｙ）
から補正値を減算することにより、補正色度（ｘ１，ｙ１）が得られる。
【００６０】
　〈色度ランク分類部の構成〉
　色度ランク分類部２８（色度ランク分類手段）は、補正色度（ｘ１，ｙ１）をメモリ２
２から読み出し、当該補正色度（ｘ１，ｙ１）に基づいて、ＬＥＤ１０の色度ランク分類
を行う。図８は、このような色度ランク分類の一例を示す図である。色度ランク分類部２
８は、図８に示すように、所定の範囲となる矩形の枠Ｆ内に補正色度（ｘ１，ｙ１）が分
布するか否かでＬＥＤ１０を分類し、その結果を記憶部２３にＬＥＤ１０のコードと対応
付けた状態で保存させる。また、色度ランク分類部２８は、メモリ２２に保存されたＬＥ
Ｄ１０の分類結果を選別すべきＬＥＤ１０として表示部２４にコードとともに表示させる
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。
【００６１】
　上記の枠Ｆは、さらに細かい範囲に区分されており、区分ごとに色度のランク分けがで
きるように構成されている。この枠Ｆ内において、青色光の波長が短いグループのＬＥＤ
１０の補正色度（ｘ１，ｙ１）は、実線にて示す範囲Ｄ１に分布する。範囲Ｄ１において
、ピーク波長は４４４．７ｎｍであり、色度の平均値ＡＶＥ１が実線の丸で示す位置にあ
る。一方、枠Ｆ内において、青色光の波長が長いグループのＬＥＤ１０の色度は、破線に
て示す範囲Ｄ２に分布する。範囲Ｄ２において、ピーク波長は４４６．２ｎｍであり、色
度の平均値ＡＶＥ２が破線の丸で示す位置にある。
【００６２】
　〈色度シミュレータの構成〉
　色度ランク分類部２８は、色度シミュレータ３２によって、液晶パネル４を透過した光
の色度を予測（シミュレーション）した予測値（シミュレーション値）に基づいてＬＥＤ
１０の色度ランク分類を行ってもよい。これにより、上記の係数α，βおよび補正色度（
ｘ１，ｙ１）の計算が不要になる。
【００６３】
　上記のシミュレーション値は、予め想定されるいくつかのピーク波長λｐ（ドミナント
波長）に基づいて、図６に示す色度シミュレータ３２（色度予測手段）によって求められ
、当該ピーク波長λｐと対応付けられたテーブルの形態で用意されている。これにより、
色度ランク分類部２８は、実際に測定されたピーク波長λｐに基づいてテーブルから読み
出したシミュレーション値に基づいてＬＥＤ１０の色度ランク分類を行う。上記の色度シ
ミュレータ３２は、ＬＥＤ分類装置２１に含まれている。
【００６４】
　色度シミュレータ３２は、ＬＥＤ特性測定装置３１によって測定されたスペクトラムデ
ータ（特定測定値）に対して、拡散板、光学シート、導光板などの光学部材、およびカラ
ーフィルタ７（青色フィルタ）の透過特性を考慮したシミュレーションにより、ディスプ
レイ上での出力色度（ｘｄ,ｙｄ）を計算する。
【００６５】
　ここで、前述の補正色度（ｘ１，ｙ１）は、出力色度（ｘｄ,ｙｄ）と全く異なる値で
ある。以下に、その理由について説明する。
【００６６】
　補正色度（ｘ１，ｙ１）は、ＬＥＤ１０の色度ランク分類を行うために補正された色度
であり、ＬＥＤ１０の波長の相違による前述の変化量Δｘ，Δｙのみが反映されている。
これに対し、出力色度（ｘｄ,ｙｄ）は、ディスプレイ上での色度である。
【００６７】
　補正色度（ｘ１，ｙ１）および出力色度（ｘｄ,ｙｄ）は、次式によって関連付けられ
る。次式は、補正色度（ｘ１，ｙ１）が直線的に近似されていることから、近似式となる
。
【００６８】
　ｘｄ≒ｘ１＋Ｓｘ０
　　　＝ｘ－α×（λｐ－λ０）＋Ｓｘ０
　ｙｄ≒ｙ１＋Ｓｙ０
　　　＝ｙ－α×（λｐ－λ０）＋Ｓｙ０
　上式において、Ｓｘ０は定数であり、λp＝λ０であるときの色度ｘのシフト量（ディ
スプレイ上の色度ｘとＬＥＤ１０の色度ｘとの差）として表される。このシフト量は、２
／１００－３／１００程度の値となる。また、Ｓｙ０は定数であり、λp＝λ０であると
きの色度ｙのシフト量（ディスプレイ上の色度ｙとＬＥＤ１０の色度ｙとの差）として表
される。このシフト量は、５／１００－６／１００程度の値となる。
【００６９】
　シミュレーション値を提供する形態は、上記の例に限定されず、種々の形態を適用する
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ことができる。
【００７０】
　〈演算処理部の実現形態〉
　演算処理部２５における係数算出部２６、補正色度算出部２７および色度ランク分類部
２８の各ブロックは、以下のようにＣＰＵを用いてソフトウェア（ＬＥＤ分類プログラム
）によって実現される。つまり、このＬＥＤ分類プログラムは、コンピュータをＬＥＤ分
類装置２１（係数算出部２６、補正色度算出部２７および色度ランク分類部２８）として
機能させる。
【００７１】
　あるいは、上記の各ブロックは、ハードウェアロジックによって構成されてもよいし、
ＤＳＰ（Digital Signal Processor）を用いたプログラムによる処理で実現されてもよい
。
【００７２】
　上記のソフトウェアのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム
、ソースプログラム）は、コンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体に記録されて
もよい。本発明の目的は、当該記録媒体をＬＥＤ分類装置２１に供給し、ＣＰＵが記録媒
体に記録されているプログラムコードを読み出して実行することによっても達成すること
が可能である。
【００７３】
　上記の記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッ
ピー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／Ｍ
Ｄ／ＢＤ／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系を用いることができる。そ
の他、上記の記録媒体としては、ＩＣカード（メモリカードを含む）／光カード等のカー
ド系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）／フラッシュＲＯ
Ｍ等の半導体メモリ系などを用いることもできる。
【００７４】
　また、ＬＥＤ分類装置２１を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記のプログラム
コードを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特
に限定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、
ＩＳＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回
線網、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成す
る伝送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送
、ケーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような
赤外線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛
星回線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラ
ムコードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号
の形態でも実現され得る。
【００７５】
　〔ＬＥＤ分類装置によるＬＥＤ分類処理〕
　ＬＥＤ分類装置２１によるＬＥＤ１０の分類処理について、図９のフローチャートを参
照して説明する。図９は、その分類処理の手順を示すフローチャートである。
【００７６】
　図９に示すように、まず、ＬＥＤ特性測定装置３１からの特性測定値を分類対象となる
ＬＥＤ１０の全数について取得し、メモリ２２に記憶させる（ステップＳ１）。また、予
め、取得した特性測定値を用い、シミュレーションに基づいて係数α，βを算出しておく
（係数算出工程，色度補正工程）。このとき、係数算出部２６は、前述のように２点を結
ぶ直線Ｌｘ，Ｌｙのそれぞれの傾きを係数α，βとして求める。
【００７７】
　次いで、前述の演算式および上記の係数α，βを用いて、補正色度（ｘ１，ｙ１）を計
算する（ステップＳ２：補正色度算出工程，色度補正工程）。このとき、補正色度算出部
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２７は、分類対象となるＬＥＤ１０の全数について、測定した色度（ｘ，ｙ）およびピー
ク波長λｐを用いて補正色度（ｘ１，ｙ１）を算出する。
【００７８】
　そして、補正色度（ｘ１，ｙ１）に基づいてＬＥＤ１０の色度ランク分類を行う（ステ
ップＳ３：色度ランク分類工程）。このとき、色度ランク分類部２８は、図８に示す枠Ｆ
内に補正色度（ｘ１，ｙ１）に分布するか否かでＬＥＤ１０の色度ランク分類を行う。こ
の色度ランク分類によって補正色度（ｘ１，ｙ１）が所定の範囲内にあれば、その補正色
度（ｘ１，ｙ１）を示すＬＥＤ１０がバックライト３，８に用いられる対象として分類さ
れる。
【００７９】
　また、前述の出力色度（ｘｄ，ｙｄ）を用いる場合、図示はしないが、次の手順で処理
が行われる。
【００８０】
　まず、ＬＥＤ特性測定装置３１からの特性測定値を分類対象となるＬＥＤ１０の全数に
ついて取得し、メモリ２２に記憶させるのは、ステップＳ１と同様である。また、予め、
色度シミュレータ３２によって、シミュレーションを行って出力色度（ｘｄ，ｙｄ）を算
出しておく。そして、出力色度（ｘｄ，ｙｄ）に基づいてＬＥＤ１０の色度ランク分類を
行う。
【００８１】
　［ＬＥＤ分類装置による効果］
　上記のように、ＬＥＤ分類装置２１は、演算処理部２５によって、カラーフィルタ７の
透過後の色度（ｘ，ｙ）を補正色度（ｘ１，ｙ１）として補正し、この補正色度（ｘ１，
ｙ１）に基づいてＬＥＤ１０の色度ランク分類を行うように構成されている。
【００８２】
　これにより、ピーク波長λｐが長い方にずれたＬＥＤ１０については、色度（ｘ，ｙ）
が青色（色度の低い方）にシフトするように、補正色度（ｘ１，ｙ１）が算出される（参
照：図８における平均値ＡＶＥ２）。一方、ピーク波長λｐが短い方にずれたＬＥＤ１０
については、色度（ｘ，ｙ）が黄色（色度の高い方）にシフトするように、補正色度（ｘ
１，ｙ１）が算出される（参照：図８における平均値ＡＶＥ１）。
【００８３】
　そして、このように補正された補正色度（ｘ１，ｙ１）を用いることにより、カラーフ
ィルタ７による青色光の強度の低下分（シフト量）を予測してＬＥＤ１０の色度ランク分
類をすることができる。
【００８４】
　あるいは、前述の出力色度（ｘｄ，ｙｄ）を用いても、同様にＬＥＤ１０の色度ランク
分類をすることができる。
【００８５】
　このような色度ランク分類に基づいて選別されたＬＥＤ１０を液晶表示装置１，２にお
けるそれぞれのバックライト３，８に実装することにより、液晶パネル４での青色光の輝
度のばらつきを抑えることができる。特に、ピーク波長λｐが短いＬＥＤ１０の出射光は
、液晶パネル４（カラーフィルタ７）を透過すると、カラーフィルタ７により、青色光成
分が大きくカットされ、色度がより黄色側にシフトする。したがって、上記の色度補正を
行うことにより、液晶パネル用光源としてより適切な色度ランク分類を行うことができる
。
【００８６】
　なお、図８に示す枠Ｆの中心のランクのＬＥＤ１０のみを用いるのでは歩留りが低いの
で、色度が高低に分布したＬＥＤ１０も使用する。これは、色度が大きく異なるＬＥＤ１
０同士を隣接配置することにより液晶パネル４の全体として色度を平均化するという公知
の配列ルールを用いている。
【００８７】
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　［付記事項］
　蛍光体１６，１７を含むＬＥＤ１０は、発光スペクトルが蛍光体色の成分も含む形とな
るので、ＬＥＤ特性測定装置３１において、ピーク波長を測定することによって、青色光
の波長を得ることができる。しかしながら、ピーク波長の測定はノイズが乗りやすいので
、誤差が生じやすい。ノイズの影響を抑えるには、ＬＥＤ特性測定装置３１において、４
００ｎｍから長波長側に蛍光体色の成分が現れないまでの波長範囲を指定して、この波長
範囲でドミナント波長（主波長）を計算すればよい。前述のように、例えば、４８０ｎｍ
以下の発光スペクトルを抜き出すことによって、青色単色光としてのドミナント波長を測
定する。この測定は、発光装置５内の青色ＬＥＤ光が蛍光体に吸収される影響を加味した
ものとなっている。
【００８８】
　なお、本実施形態では、緑色蛍光体および赤色蛍光体を含むＬＥＤ１０の分類について
説明したが、ＬＥＤ１０が含む蛍光体は、これには限定されない。例えば、緑色蛍光体お
よび赤色蛍光体に代えて、青色ＬＥＤの青色光で励起する黄色蛍光体を含んでいてもよい
。これにより、青色ＬＥＤの青色光と、黄色蛍光体の黄色光との混合によって、擬似白色
を得ることができる。
【００８９】
　また、本実施形態では、ＬＥＤ特性測定装置３１が、ＬＥＤ分類装置２１の外部に設け
られる構成となっているが、ＬＥＤ分類装置２１の一部として設けられていてもよい。
【００９０】
　《実施形態２》
　本発明に係る他の実施形態について、図１４～図１９を参照して以下に説明する。
【００９１】
　なお、本実施形態において、前述の実施形態１における構成要素と同等の機能を有する
構成要素については、同一の符号を付記してその説明を省略する。
【００９２】
　［液晶表示装置］
　〔液晶表示装置の構成〕
　図１４は、本実施形態に係る液晶表示装置４１の概略構成を示す斜視図である。
【００９３】
　図１４に示すように、液晶表示装置４１は、バックライト４２と、液晶パネル４とを備
えている。
【００９４】
　バックライト４２は、液晶パネル４の背面側に配置されており、液晶パネル４の全面に
光を照射するエッジライト方式バックライトであり、導光板６およびＬＥＤバー４３，４
４を有している。
【００９５】
　ＬＥＤバー４３，４４は、線状の光源であり、導光板６における少なくとも一辺側の光
が入射される端部に、隣接するように配置されている。ＬＥＤバー４３，４４は、図１４
に示す例では下方の一辺側に配置されている。また、ＬＥＤバー４３は液晶表示装置４１
の正面に向かって右側に配置され、ＬＥＤバー４４は左側に配置されている。
【００９６】
　ＬＥＤバー４３，４４は、それぞれ複数の発光装置５および基板４５によって構成され
ている。
【００９７】
　基板４５は、細長い短冊状（直線状）に形成されており、発光装置５の外形サイズ（幅
）よりやや広い幅を有している。この基板４５は、発光装置５を実装する実装面に、発光
装置５への給電のための図示しないプリント配線が形成されている。また、基板４５の両
端部または一方の端部には、プリント配線に接続される図示しない正極端子および負極端
子が設けられている。この正極端子および負極端子に外部からの給電のための配線が接続
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されることにより、発光装置５が給電される。
【００９８】
　発光装置５は、白色ＬＥＤであり、導光板６側に光を発するように基板４５上に所定の
間隔をおいて実装されている。この白色ＬＥＤとしては、実施形態１の液晶表示装置１，
２で用いられる白色ＬＥＤと同様に、ＬＥＤ分類装置２１によって得られた補正色度（ｘ
１，ｙ１）に基づいて色度ランクが分類された前述のＬＥＤ１０が用いられる。
【００９９】
　導光板６は、ＬＥＤバー４３，４４から入射する直線状の光を面状に放射するように、
光を光放射面の各部から取り出せる構造を有している。
【０１００】
　なお、液晶表示装置４１では、バックライト４２の光源として２つのＬＥＤバー４３，
４４を用いているが、３つ以上の複数のＬＥＤバーを用いてもよい。
【０１０１】
　〔導光板による光の青色成分の減衰〕
　図１５は、ＬＥＤバー４３，４４から出射されるそれぞれの光の液晶パネル４における
異なる領域での光の青色成分の分布を示す図である。図１６（ａ）は図１５に示す青色成
分の分布に応じたＬＥＤバー４３からの光の発光スペクトルを示すグラフであり、図１６
（ｂ）は図１５に示す青色成分の分布に応じたＬＥＤバー４４からの光の発光スペクトル
を示すグラフである。図１７は、ＬＥＤバー４３，４４からの距離とこれらのＬＥＤバー
４３，４４からの光の青色成分のピークの高さとの関係を示すグラフである。
【０１０２】
　導光板６を含む一般の導光板は、光源から遠ざかるほど光の青色成分を吸収する透過率
特性を有している。このため、ＬＥＤバー４３，４４から出射して導光板６内を進んでい
く光は、徐々に青色成分が減衰していく。
【０１０３】
　ここで、図１５に示すように、ＬＥＤバー４３が発する光の青色成分の強度がピークと
なる波長（青色ピーク波長）を４５１．５ｎｍとし、ＬＥＤバー４４が発する光の青色ピ
ーク波長を４４１．５ｎｍとする。
【０１０４】
　ＬＥＤバー４３が発する光は、ＬＥＤバー４３から近い領域Ａ１から液晶パネル４（表
示面）における中央部分の領域Ｂ１を経て、ＬＥＤバー４３から遠い領域Ｃ１（ＬＥＤバ
ー４３が配置される反対側付近の領域）に進んでいく過程で青色成分の強度のピーク値（
青色ピーク）が減衰する。図１６（ａ）に示すように、青色ピークは、領域Ａ１で最も高
く、領域Ｂ１でやや低下し、領域Ｃ１で最も低い。
【０１０５】
　一方、ＬＥＤバー４４が発する光は、ＬＥＤバー４４から近い領域Ａ２から液晶パネル
４における中央部分の領域Ｂ２を経て、ＬＥＤバー４４から遠い領域Ｃ２（ＬＥＤバー４
４が配置される反対側付近の領域）に進んでいく過程で青色ピークが減衰する。図１６（
ｂ）に示すように、青色ピークは、領域Ａ２で最も高く、領域Ｂ２でやや低下し、領域Ｃ
２で最も低い。
【０１０６】
　このように、ＬＥＤバー４３，４４が発する光は、ＬＥＤバー４３，４４からの距離Ｌ
に応じて減衰量が異なる。
【０１０７】
　なお、液晶パネル４の上記の中央部分は、導光板６における光入射側の端部（ＬＥＤバ
ー４３，４４の配置側の端部）と、当該端部に対向する端部との間の中央を含む所定範囲
の領域に相当するものとする。
【０１０８】
　図１７に示すように、ＬＥＤバー４３から出射される光（青色ピーク波長４５１．５ｎ
ｍ）およびＬＥＤバー４４から出射される光（青色ピーク波長４４１．５ｎｍ）の青色ピ
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ークの高さは、ＬＥＤバー４３，４４からの距離に応じた減衰量が異なる。図１７におい
て、横軸は、ＬＥＤバー４３，４４からの相対的な距離を表しており、ＬＥＤバー４３，
４４に最も近い位置を“０”で表し、ＬＥＤバー４３，４４から最も遠い位置を“１０”
で表している。また、縦軸は、青色ピークの相対的な高さを表しており、最小値を“０”
で表し、最大値を“１００”で表している。
【０１０９】
　図１７に示すように、ＬＥＤバー４３，４４からの光の青色ピークの高さは、ＬＥＤバ
ー４３，４４からの距離（以降、単に「距離」と称する）“０”でともに最大値である。
しかしながら、ＬＥＤバー４３からの光の青色ピークの高さが距離“１０”で“９０”程
度に低下するのに対し、ＬＥＤバー４４からの光の青色ピークの高さは距離“１０”で“
８０”以下に低下する。
【０１１０】
　このように、青色ピークの高さは、青色ピーク波長が短いほど大きく減衰する。
【０１１１】
　〔色度の調整〕
　図１８（ａ）および（ｂ）は、液晶パネル４における中央部分（領域Ｂ１，Ｂ２）で透
過するＬＥＤバー４３，４４からの２系統の透過光の色度差がなくなるように色度補正さ
れたＬＥＤ１０を用いたＬＥＤバー４３，４４からの距離と上記２つの光の色度ｘおよび
色度ｙとの関係をそれぞれ示すグラフである。図１９（ａ）および（ｂ）は、液晶パネル
４におけるＬＥＤバー４３，４４に近い領域（領域Ａ１，Ａ２）で放射される２系統の光
の色度差がなくなるように色度補正されたＬＥＤ１０を用いたＬＥＤバー４３，４４から
の距離と上記２つの光の色度ｘおよび色度ｙとの関係をそれぞれ示すグラフである。
【０１１２】
　なお、図１８および図１９においても、図１７と同様、横軸は、ＬＥＤバー４３，４４
からの相対的な距離を表しており、ＬＥＤバー４３，４４に最も近い位置を“０”で表し
、ＬＥＤバー４３，４４から最も遠い位置を“１０”で表している。また、以降の説明で
は、上記の横軸で表されるＬＥＤバー４３，４４からの距離を単に「距離」と称する。
【０１１３】
　通常、液晶表示装置４１に対する人の視線は画面の中央部分に集中することが多いため
、図１５において一点鎖線にて示すように、液晶パネル４における中央部分（領域Ｂ１，
Ｂ２）に現れる光の色度差がなくなるようにすることが好ましい。このため、ＬＥＤ１０
をＬＥＤバー４３，４４に実装するＬＥＤ１０については、領域Ｂ１，Ｂ２で放射される
２系統の光の色度差がなくなるように、実施形態１による色度補正および色度ランク分類
が行われたＬＥＤ１０が用いられる。
【０１１４】
　これにより、図１８（ａ）および（ｂ）に示すように、領域Ｂ１，Ｂ２の中央に相当す
る距離“５”の位置で現れる光の色度ｘ，ｙが一致する。
【０１１５】
　ただし、上記のように色度補正および色度ランク分類が行われたＬＥＤ１０をＬＥＤバ
ー４３，４４に実装した場合、次のような不都合が生じる。
【０１１６】
　ＬＥＤバー４３，４４から近い領域Ａ１，Ａ２（距離“０”～“４”の範囲）では、図
１８（ａ）および（ｂ）に示すように、ＬＥＤバー４３，４４から出射されるそれぞれの
光の色度ｘ，ｙの差が大きくなる。特に、距離“０”においては、光の色度差が最大とな
る。これは、領域Ａ１，Ａ２では、青色ピーク波長が長いほど色度が高く、青色ピーク波
長が短いほど色度が低いからである。
【０１１７】
　このため、図１５に示すように、領域Ａ１，Ａ２に現れる光の間に色度差が生じ、領域
Ａ１，Ａ２の境界部分に色度の境界が見えるようになる。この現象は、ＬＥＤバー４３，
４４の青色ピーク波長の差が７．５ｎｍ以上であるときに見られる。
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【０１１８】
　なお、ここでのＬＥＤバー４３，４４の青色ピーク波長は、ＬＥＤバー４３，４４にそ
れぞれ実装される全ての発光装置５（ＬＥＤ１０）の青色ピーク波長の平均値である。
【０１１９】
　このような不都合を回避するには、領域Ｂ１，Ｂ２よりも、領域Ａ１，Ａ２で現れる光
の色度ｘ，ｙが一致すれば、領域Ａ１，Ａ２の間の境界部分に生じる色度差を緩和するこ
とができる。より好ましくは、図１９（ａ）および（ｂ）に示すように、領域Ｂ１，Ｂ２
よりもややＬＥＤバー４３，４４に近い位置（例えば領域Ａ１，Ａ２における距離“４”
の位置）で現れる光の色度ｘ，ｙが一致すれよい。
【０１２０】
　これにより、領域Ａ１，Ａ２の間の境界部分に生じる色度差を目立たなくすることがで
きる。
【０１２１】
　また、上記のように色度が一致する位置は、次のように設定されることが好ましい。具
体的には、図１５に示すように、導光板６の光入射側の端部から、当該端部と導光板６の
中央部分（より詳しくは領域Ｂ１，Ｂ２の中央）との間の距離Ｌ１の４０％以上５０％未
満の距離を隔てた位置である。これにより、領域Ａ１，Ａ２の間の境界部分に生じる色度
差をほとんどなくすことができる。
【０１２２】
　また、ＬＥＤバー４３，４４の間の青色ピーク波長の差が７．５ｎｍ以上で色度の境界
が見えていたのを、１０ｎｍ以下の差であれば色度の境界が見えない程度に波長差の制限
を緩和することができる。これにより、青色ピーク波長が４５１．５ｎｍであるＬＥＤバ
ー４３と、青色ピーク波長が４４１．５ｎｍであるＬＥＤバー４４とを組み合わせること
ができる。
【０１２３】
　さらに、次に説明するように、領域Ｂ１，Ｂ２の間の境界部分に生じる色度差も目立た
なくすることができる。
【０１２４】
　ＬＥＤバー４３，４４からそれぞれ出射されて液晶パネル４から出力される光の色度が
一致する位置を、上記のように液晶パネル４の中央部分からＬＥＤバー４３，４４寄りに
シフトさせると、中央部分でのそれぞれの光の色度がずれるので、色度差が生じる。しか
しながら、その色度差が、色度ｘ，ｙについてそれぞれ３／１０００以下であれば、人間
には当該色度差による色度の境界が認識されにくい。逆に、上記の色度差が、色度ｘ，ｙ
についてそれぞれ３／１０００より大きければ、人間には当該色度差による色度の境界が
認識されやすくなる。
【０１２５】
　また、上記のように色度が一致する位置をＬＥＤバー４３，４４寄りにシフトさせるこ
とにより、ＬＥＤバー４３，４４から遠い領域Ｃ１，Ｃ２の間では色度差が大きくなる。
しかしながら、領域Ｃ１，Ｃ２では、ＬＥＤバー４３，４４からの光が、導光板６内を進
んでいくうちに広がっていくことにより互いに混ざり合う（混色する）。このため、領域
Ｃ１，Ｃ２の境界部分で色度の境界が見えることはないので、領域Ｃ１，Ｃ２の間におけ
る色むらは目立たない。
【０１２６】
　なお、液晶表示装置４１の画面サイズが大型であるほどＬＥＤバー４３，４４と同種の
ＬＥＤバーを多く設ける必要がある。したがって、ＬＥＤバーの近い領域で透過光の色度
の境界を上記のようにして目立たなくすることは、画面サイズの大型化に伴う画質向上を
図る上で有効である。
【０１２７】
　〔色度補正〕
　上記のように色度が一致する位置をＬＥＤバー４３，４４寄りにシフトさせるには、前
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述の係数算出部２６が、補正色度（ｘ１，ｙ１）を得るために用いる係数α，βを、色度
が中央部分で一致するときの値よりも小さい値に設定する。例えば、係数算出部２６は、
色度が中央部分で一致するときの係数αｍ，βｍに対し、色度が一致する位置をシフトさ
せたときの係数αｎ，βｎは、次のように変更する。
【０１２８】
　αｎ＝αｍ×０．７５
　βｎ＝βｍ×０．７５
　補正色度算出部２７が、これらの係数αｎ，βｎを用いて演算した結果、得られた補正
色度（ｘ１，ｙ１）は、中央部分で色度が一致するときの値より若干大きくなる。それゆ
え、図１９（ａ）および（ｂ）に示すように、距離“５”の位置（中央部分）よりＬＥＤ
バー４３，４４寄りの距離“４”の位置で放射される２系統の光の色度ｘ，ｙを一致させ
ることができる。
【０１２９】
　［付記事項］
　本実施形態において、ＬＥＤバー４３，４４は、導光板６の下側（下辺側）配置されて
いるが、それに限らず、液晶パネル４の左右の一方側や上側に配置されてもよい。また、
導光板６の対向する２辺側にＬＥＤバーを設けてもよい。これにより、両辺側でＬＥＤバ
ー付近の色度の境界を目立たなくすることができるので、導光板６の一辺側にＬＥＤバー
を設ける構成よりも好ましい。
【０１３０】
　また、液晶表示装置４１において、特に下記の条件において良好な結果を生じる。
【０１３１】
　ＬＥＤ１０のサイズ：４～８ｍｍ×１～４ｍｍ
　ＬＥＤバー４３，４４におけるＬＥＤ１０のピッチ：０．５～２．０ｃｍ
　ＬＥＤバー４３，４４の長さ：３０～１００ｃｍ（液晶表示装置４１の画面サイズ３１
～１００インチに対して）
　なお、本発明は、上記の条件に限定されないのは勿論である。
【０１３２】
　［まとめ］
　本発明の一態様に係るＬＥＤ分類方法は、１次光を発するＬＥＤ素子（ＬＥＤチップ１
２）と前記１次光によって励起して前記１次光よりも長波長の２次光を発する蛍光体（Ｌ
ＥＤチップ１６，１７）とを組み合わせることにより前記１次光と前記２次光との合成光
を発するＬＥＤ（ＬＥＤ１０）の前記１次光の色度が所定の範囲内にあれば、当該ＬＥＤ
を液晶表示装置（液晶表示装置１，２，４１）のバックライト（バックライト３，８，４
２）に用いられる対象として分類するＬＥＤ分類方法であって、前記１次光が前記液晶表
示装置に設けられる液晶パネルにおけるカラーフィルタを透過した色度を分類対象となる
前記ＬＥＤの全数について予測する色度予測工程（係数算出部２６および補正色度算出部
２７または色度シミュレータ３２）と、予測された色度に基づいて前記ＬＥＤを色度ラン
ク分類する色度ランク分類工程（色度ランク分類部２８）とを含んでいる。
【０１３３】
　また、本発明の一態様に係るＬＥＤ分類装置（ＬＥＤ分類装置２１）は、１次光を発す
るＬＥＤ素子（ＬＥＤチップ１２）と前記１次光によって励起して前記１次光よりも長波
長の２次光を発する蛍光体（ＬＥＤチップ１６，１７）とを組み合わせることにより前記
１次光と前記２次光との合成光を発するＬＥＤ（ＬＥＤ１０）の前記１次光の色度が所定
の範囲内にあれば、当該ＬＥＤを液晶表示装置（液晶表示装置１，２，４１）のバックラ
イト（バックライト３，８，４２）に用いられる対象として分類するＬＥＤ分類装置であ
って、前記１次光が前記液晶表示装置に設けられる液晶パネルにおけるカラーフィルタを
透過した色度を分類対象となる前記ＬＥＤの全数について予測する色度予測手段（係数算
出部２６および補正色度算出部２７または色度シミュレータ３２）と、予測された色度に
基づいて前記ＬＥＤを色度ランク分類する色度ランク分類手段（色度ランク分類部２８）
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とを備えている。
【０１３４】
　上記の構成では、色度予測工程または色度予測手段によって、１次光がカラーフィルタ
を透過したことを想定した色度が予測される。そして、色度ランク分類工程または色度ラ
ンク分類手段によって、ＬＥＤが予測された色度に基づいて色度ランク分類される。
【０１３５】
　このように予測された色度を用いて色度ランク分類することにより、カラーフィルタに
よる光の強度の変化分を予測して、より適切にＬＥＤを色度ランク分類することができる
。このような色度ランク分類に基づいて選別されたＬＥＤを液晶表示装置におけるそれぞ
れのバックライトに実装することにより、バックライトからカラーフィルタを透過した光
の輝度のばらつきを抑えることができる。
【０１３６】
　前記ＬＥＤ分類方法において、前記色度予測工程は、前記１次光の前記カラーフィルタ
の透過による前記色度の補正値を分類対象となる前記ＬＥＤの全数について算出し、当該
補正値に基づいて分類対象となる前記ＬＥＤの全数について前記色度を補正色度として補
正する色度補正工程を含み、当該色度補正工程は、予め定められた基準波長を有する前記
１次光が前記カラーフィルタを透過したときの基準色度と当該基準色度に対する前記色度
の変化量とを算出し、前記基準波長からの前記１次光のピーク波長のシフト量に対する前
記変化量の傾きを前記色度の補正値の係数として算出する係数算出工程（係数算出部２６
）と、前記補正値を前記ピーク波長と前記基準波長との差に前記係数を乗算することによ
って算出し、当該補正値を分類対象となる前記ＬＥＤの全数について得られた前記色度か
らそれぞれ減算することにより前記補正色度を算出する補正色度算出工程（補正色度算出
部２７）とを含んでいることが好ましい。
【０１３７】
　また、前記ＬＥＤ分類装置において、前記色度予測手段は、前記１次光の前記カラーフ
ィルタの透過による前記色度の補正値を分類対象となる前記ＬＥＤの全数について算出し
、当該補正値に基づいて分類対象となる前記ＬＥＤの全数について前記色度を補正色度と
して補正する色度補正手段を有し、当該色度補正手段は、予め定められた基準波長を有す
る前記１次光が前記カラーフィルタを透過したときの基準色度と当該基準色度に対する前
記色度の変化量とを算出し、前記基準波長からの前記１次光のピーク波長のシフト量に対
する前記変化量の傾きを前記色度の補正値の係数として算出する係数算出手段（係数算出
部２６）と、前記補正値を前記ピーク波長と前記基準波長との差に前記係数を乗算するこ
とによって算出し、当該補正値を分類対象となる前記ＬＥＤの全数について得られた前記
色度からそれぞれ減算することにより前記補正色度を算出する補正色度算出手段（補正色
度算出部２７）とを有していることが好ましい。
【０１３８】
　上記の構成では、色度補正工程または色度補正手段によって、１次光がカラーフィルタ
を透過したことを想定した色度の補正値が、分類対象となるＬＥＤの全数について算出さ
れ、この補正値に基づいて、分類対象となるＬＥＤの全数について得られた色度が補正色
度として補正される。また、補正値の係数が、係数算出工程または係数算出手段によって
、カラーフィルタを透過したことを想定して得た、基準色度に対する色度の変化量の傾き
に基づいて算出されるので、１次光のカラーフィルタの透過による色度の変化が補正値に
反映される。そして、補正色度算出工程または補正色度算出手段によって、このようにし
て得られた補正値が色度から減算されることによって補正色度が算出される。
【０１３９】
　これにより、カラーフィルタによる色度の変化を容易に色度の補正に反映させることが
できる。
【０１４０】
　前記ＬＥＤ分類方法は、前記係数算出工程において、前記バックライトが、複数のＬＥ
Ｄを有し、隣接して設けられる複数の線状光源（ＬＥＤバー４３，４４）と、少なくとも
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一端側から入射する当該線状光源からの出射光を、前記液晶パネルに面状に放射する導光
板とを含む前記液晶表示装置に対して、前記導光板における光入射側の端部と当該端部と
対向する端部との間の中央部分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が
前記導光板を経て前記液晶パネルを透過した透過光の色度が一致するように、前記係数を
算出することが好ましい。
【０１４１】
　また、前記ＬＥＤ分類装置において、前記係数算出手段は、前記バックライトが、複数
の前記ＬＥＤを有し、隣接して設けられる複数の線状光源と、少なくとも一端側から入射
する当該線状光源からの出射光を、前記液晶パネルに面状に放射する導光板とを含む前記
液晶表示装置に対して、前記導光板における光入射側の端部と当該端部と対向する端部と
の間の中央部分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が前記導光板を経
て前記液晶パネルを透過した透過光の色度が一致するように、前記係数を算出することが
好ましい。
【０１４２】
　上記の構成では、上記のように算出された係数を用いて算出された補正色度に基づいて
ＬＥＤが色度ランク分類される。このＬＥＤを用いて線状光源を作製することにより、中
央部分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が導光板を経て液晶パネル
を透過した透過光の色度が一致する。これにより、前述のように、線状光源に近い領域で
の色度の境界を目立たなくすることができる。
【０１４３】
　また、前記係数算出工程および前記係数算出手段は、前記中央部分での前記透過光の色
度差が３／１０００以下であるように前記係数を算出することが好ましい。
【０１４４】
　上記の構成では、中央部分での透過光の色度差が３／１０００以下であれば、人間には
その色度差による色度の境界が認識されにくい。これにより、中央部分でも色度の境界を
目立たなくすることができる。
【０１４５】
　前記ＬＥＤ分類方法または前記ＬＥＤ分類装置において、前記１次光が青色光であるこ
とが好ましい。
【０１４６】
　前述のように、青色光については、ＬＥＤ間でのピーク波長のずれによって、カラーフ
ィルタを透過した後の光強度がばらついて表示色に影響を及ぼす。これに対し、前述のよ
うにして、カラーフィルタの透過による変化を予測して色度を補正することにより、カラ
ーフィルタによる色度分布の変化に基づいて、ＬＥＤを適正に色度ランク分類することが
できる。
【０１４７】
　本発明のＬＥＤ分類プログラムは、コンピュータを前記ＬＥＤ分類装置における各手段
として機能させるためのプログラムである。また、本発明の記録媒体は、前記ＬＥＤ分類
プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体である。これらのＬＥＤ分類
プログラムおよび記録媒体も本発明の技術的範　本発明の一態様に係る液晶表示装置は、
液晶パネルと、複数の前記ＬＥＤを有し、隣接して設けられる複数の線状光源と、少なく
とも一端側から入射する当該線状光源からの出射光を、前記液晶パネルに面状に放射する
導光板とを備え、前記導光板における光入射側の端部と当該端部と対向する端部との間の
中央部分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が前記導光板を経て前記
液晶パネルを透過した透過光の色度が一致するように、前記線状光源に実装される前記Ｌ
ＥＤが選別されている。
囲に含まれる。
【０１４８】
　この構成では、液晶表示装置が上記のように選別されたＬＥＤを用いて線状光源を備え
ることにより、中央部分よりも光入射側に近い位置で、各線状光源からの出射光が導光板
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を経て液晶パネルを透過した透過光の色度が一致する。これにより、前述のように、線状
光源に近い領域での色度の境界を目立たなくすることができる。
【０１４９】
　上記液晶表示装置において、前記色度が一致する位置は、前記光入射側の端部から、前
記光入射側の端部と前記中央部分との間の距離の４０％以上５０％未満の距離を隔てた位
置であることが好ましい。これにより、線状光源に近い領域での色度差をほとんどなくす
ことができる。
【０１５０】
　また、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種
々の変更が可能である。すなわち、請求項に示した範囲で適宜変更した技術的手段を組み
合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１５１】
　本発明に係るＬＥＤ分類方法は、カラーフィルタを透過した状態の輝度変化を予測して
ＬＥＤの色度を補正するので、バックライトにＬＥＤを用いる液晶表示装置に好適に利用
できる。
【符号の説明】
【０１５２】
　　１　　液晶表示装置
　　２　　液晶表示装置
　　３　　バックライト
　　４　　液晶パネル
　　５　　発光装置
　　７　　カラーフィルタ
　　８　　バックライト
　１０　　ＬＥＤ
　１２　　ＬＥＤチップ（ＬＥＤ素子）
　１６　　蛍光体
　１７　　蛍光体
　２１　　ＬＥＤ分類装置
　２２　　メモリ
　２３　　記憶部
　２４　　表示部
　２５　　演算処理部
　２６　　係数算出部（色度予測手段，色度補正手段，係数算出手段）
　２７　　補正色度算出部（色度予測手段，色度補正手段，補正色度算出手段）
　２８　　色度ランク分類部（色度ランク分類手段）
　３１　　ＬＥＤ特性測定装置
　３２　　色度シミュレータ（色度予測手段）
　４１　　液晶表示装置
　４２　　バックライト
　４３　　ＬＥＤバー（線状光源）
　４４　　ＬＥＤバー（線状光源）
　Ａ１　　領域
　Ａ２　　領域
　Ｂ１　　領域
　Ｂ２　　領域
　Ｃ１　　領域
　Ｃ２　　領域
　Ｆ　　　枠（所定の範囲）
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　Ｓｘ０　定数
　Ｓｙ０　定数
　（ｘ，ｙ）　色度
　（ｘ１，ｙ１）　補正色度
　Δｘ，Δｙ　変化量
　（ｘｄ，ｙｄ）　出力色度
　α　　　係数
　β　　　係数
　αｍ　　係数
　βｍ　　係数
　αｎ　　係数
　βｎ　　係数
　λ０　　基準波長
　λｐ　　ピーク波長
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